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【研究要旨】

本年度の研究では、令和元年度に作成した『難治性下痢症の診断アルゴリズムとその解

説』、およびその『簡易版』を出版・公開するために日本小児栄養消化器肝臓学会ガイドライ

ン委員会に審査を仰ぎ、「当学会が承認するガイドラインとしてふさわしいが、若干の検討を

要する」との評価を得た。これに基づいて、内容の修正加筆を行って改訂版を作成した。

Ａ．研究目的

本研究では小児慢性特定疾病の疾病分類

「12．慢性消化器疾患」の大分類「1．難治性

下痢症」を対象としており、それには8項目の

告示疾病が含まれている。しかし、それらはい

わゆる「難病」の要件を満たす疾病ではなく、

むしろそこに含まれない疾病の中に一次性、成

因不明でかつ難治で成人期に移行しうる希少疾

患、すなわち“特発性難治性下痢症”があるこ

と、そしてこれを定義して診断方法を確立し、

将来難病指定すべきであることをこれまでの研

究で明らかにしてきた。我々が着手している

『難治性下痢症診断アルゴリズム』の作成は、

“特発性難治性下痢症”を定義し、臨床的に診

断するためのツールとして重要であるため、学

会の承認を得てこれを出版･公開することを目

的としている。また、これに該当する症例の登

録と、将来の成因解明に繋げていくことを目的

としている。

Ｂ．研究方法

日本小児栄養消化器肝臓学会ガイドライン委

員会による評価を受け、指摘のあった項目につ

いて再度検討し、加筆修正を行った。

(倫理面への配慮)

本研究は大阪府立母子医療センターにおける倫

理審査を経てその承認を得て施行している。ま

た、CCDに関しては久留米大学、および原発性

免疫不全症に関しては九州大学大学院医学研究

院における倫理審査を経てその承認を得て行っ

ている。

Ｃ．研究結果

① 「難治性下痢症診断アルゴリズムおよびそ

の解説」に“胆汁酸性下痢症”の項目を追

加した。

② 同疾患解説に“カイロミクロン停滞症”を

追加した。

③ “Bacterial overgrowthをきたす背景疾

患”の解説文を加筆修正した。

④ “便中電解質の測定について”の記載を追

加した。

⑤ “水素呼気試験”の解説図を更新した。

⑥ “D-キシロース吸収試験”に関する記載を

追加した。

⑦ セリアック病に関する記載を追加した。

⑧ 参考文献を追加した。

⑨ 上記修正に基づき、「難治性下痢症診断ア

ルゴリズム」を改訂した。

⑩ その他、日本小児栄養消化器肝臓学会ガイ

ドライン委員会による査読において指摘の



あった部分について、それぞれ回答し、加

筆修正を行った。

★添付資料（添付するPDFファイル）

資料１．IDI診断アルゴリズムver.5

資料２．IDIアルゴリズムとその解説ver.5

資料３．IDI診断アルゴリズム簡易版

資料４．IDI診断アルゴリズム解説文簡易版

Ｄ．考察

慢性かつ難治の下痢という症候を呈する症例

の中には、未診断例や根本治療がないために長

期にわたり中心静脈栄養による補助栄養を必要

とする症例が存在する。この乳幼児・小児の慢

性下痢についてその病態を系統的に分類し、的

確な診断に至らしめるアルゴリズムを示すこと

は日常診療において有用であるとともに、成因

を特定できない難治症例を“特発性難治性下痢

症”という疾患単位として認知するための指標

となる。

特発性難治性下痢症の患者は成人期に移行し

て難病として医療政策上の補助を受けるべき対

象となり得る。したがって、特発性難治性下痢

症の客観的な診断基準（又はそれに準ずるも

の）を確立してこれを指定難病とすることは重

症、難症、かつ成人期に移行する患者が適正に

医療補助を受けられるようにすることを可能に

するものであるため、本研究においてこれまで

除外診断的病名であった特発性難治性下痢症を

定義し、診断方法を提示し、一般に公開して認

知を得る意義は大きい。

Ｅ．結論

これまで除外診断的病名であった特発性難治

性下痢症を定義し、さらにその診断方法を作成

した。本研究は今後本邦における成因不明の難

治性下痢症例の集積と、新たな病因病態解明の

基盤となる。
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子，安田亮輔，石原 潤，水落建輝．当院

の小児炎症性腸疾患におけるメサラジン不

耐症の臨床像．第47回日本小児栄養消化器

肝臓学会．2020.10.23-25 (Web, 東京)

12) 安田亮輔，加藤 健，白濵裕子，坂口廣

高，石原 潤，水落建輝．当院における炎

症性腸疾患の診断後に治療中断に至った小

児例の臨床像．第47回日本小児栄養消化器

肝臓学会．2020.10.23-25 (Web, 東京)

13) 石原 潤，加藤 健，白濱裕子，安田亮

輔，坂口廣高，秋葉 純，水落建輝．当院

における小児機能性ディスペプシアの消化

管内視鏡所見と病理像．第47回日本小児栄

養消化器肝臓学会．2020.10.23-25 (Web, 東

京)

14) 星雄介、梅津有紀子、伊藤貴伸、本間貴

士、角田文彦、虻川大樹、塩畑健、佐々木

美香、米沢俊一：頻回の内視鏡的ポリープ

切除を要したBannayan-Riley-Ruvalcaba症候

群の１例．第123回日本小児科学会学術集

会，Web開催，2020年８月22日．

15) 星雄介、梅津有紀子、伊藤貴伸、本間貴

士、角田文彦、虻川大樹、塩畑健、佐々木

美香、米沢俊一：頻回の内視鏡的ポリープ

切除により臨床症状の改善が得られた

Bannayan-Riley-Ruvalcaba症候群の１例．第

47回日本小児栄養消化器肝臓学会，Web開

催，2020年10月24日・25日．

16) 平野友梨，板橋道朗，斎藤武，内田恵一，

井上幹大，新井勝大，石原寛子，鬼澤理

沙，水口恵美子，平山敦大，荒木謙太郎，

木村英明，国崎玲子： 大腸全摘出を受け

た潰瘍性大腸炎患者の手術に対する心理的

受容の検討． 第11回日本炎症性腸疾患学

会学術集会， オンライン， 2020.12.5

17) 京戸玲子，竹内一朗，清水泰岳，秦健一

郎，中尾佳奈子，鳴海覚志，新井勝大：

Dual Oxidase ２遺伝子の新規変異が同定さ

れた超早期発症型炎症性腸疾患の一例．

第11回日本炎症性腸疾患学会学術集会，

オンライン，2020.12.5

18) 石毛崇, 新井勝大, 工藤孝広, 江口英孝, 竹

内一朗, 西澤拓哉, 神保圭佑, 岡崎康司, 清

水俊明： 遺伝子学的情報と結びついた早

期発症型炎症性腸疾患レジストリシステム

の構築． 第28回日本消化器関連学会週間

JDDW 2020 KOBE， 2020.11.5-11.8

19) 柏木項介, 藤川皓基, 宇佐美雅章, 竹内一

朗, 清水泰岳, 新井勝大: 慢性肉芽腫症関

連消化管病変の内視鏡検査所見の検討．

第47回日本小児栄養消化器肝臓学会， 東

京， 2020.10.24

20) 平野友梨，清水泰岳，竹内一朗，新井勝

大： 思春期の炎症性腸疾患患者における

QOLおよびメンタルヘルスの縦断的調査研

究． 第47回日本小児栄養消化器肝臓学

会， 東京， 2020.10.24

21) 竹内一朗，京戸玲子，清水泰岳，宇佐美雅

章，藤川皓基，柏木項介，新井勝大： 全

エクソーム解析では診断に至らなかったIL-

10シグナル異常を呈する超早期発症型炎症

性腸疾患の女児２例． 第47回日本小児栄

養消化器肝臓学会， 東京， 2020.10.24

22) 宇佐美雅章，竹内一朗，京戸玲子，平野友

梨，柏木項介，藤川皓基，清水泰岳，新井

勝大： 国立成育医療研究センターにおけ

る超早期発症型炎症性腸疾患の臨床的検

討．第47回日本小児栄養消化器肝臓学会，

東京，2020.10.24

23) 内田恵一, 熊谷秀規, 清水俊明, 工藤孝広, 

国崎玲子, 杉田昭, 大塚宜一, 新井勝大, 窪

田満, 田尻仁, 鈴木康夫： 小児IBD患者の

トランジションについてのアンケート調

査． 第57回日本小児外科学会学術集会，

東京，2020.9.20

24) 虻川大樹, 新井勝大, 日本小児栄養消化器

肝臓学会小児IBD治療指針2019改訂ワーキ

ンググループ： 小児の診療ガイドライン-

Up To Date-小児炎症性腸疾患治療指針

(2019年)．第123回日本小児科学会学術集

会，兵庫，2020.8.22

25) 丘逸宏，竹内一朗，清水泰岳，伊藤夏希，

宇佐美雅章，佐藤琢郎，清水俊明，新井勝

大：学童期の小児ＩＢＤ患者のおけるカプ

セル内視鏡の小腸通過時間に影響を与える

因子の検討． 第13回日本カプセル内視鏡

学会学術集会，兵庫，2020.2.9

26) 熊谷秀規, 清水俊明, 工藤孝広, 内田恵一, 

国崎玲子, 杉田昭, 大塚宜一, 新井勝大, 窪

田満, 田尻仁, 鈴木康夫：小児期発症炎症

性腸疾患患者のトランジション．第16回日

本消化管学会総会学術集会，兵庫，



2020.2.7

27) 石毛崇，新井勝大，工藤孝広，神保圭佑，

竹内一朗，西澤拓哉，清水俊明：VEO-

IBD(早期発症型炎症性腸疾患)における遺伝

子解析を通じたIBD病態解明と新規治療の

開発．第16回日本消化管学会総会学術集

会，兵庫，2020.2.7

28) 平野友梨，野村智実，清水泰岳，竹内一

朗，田中恭子，新井勝大：思春期IBD患者

におけるQOLの低下とメンタルヘルスの阻

害について調査研究．第16回日本消化管学

会総会学術集会，兵庫，2020.2.7

29) 丘逸宏, 宮嵜治, 竹内一朗, 清水泰岳, 伊藤

夏希, 宇佐美雅章, 佐藤啄郎, 清水俊明, 新

井勝大：小児IBD患者のMR-enterographyに

おける拡散強調画像とADC mapの臨床的有

用性の検討．第16回日本消化管学会総会学

術集会，兵庫，2020.2.7

30) 宇佐美雅章，竹内一朗，京戸玲子，平野友

梨，伊藤夏希，佐藤琢郎，清水泰岳，新井

勝大：当センターにおける小児期発症ク

ローン病に合併する成長障害のリスク因子

と治療の検討．第16回日本消化管学会総会

学術集会兵庫， 2020.2.7

31) 石毛崇，村越孝次，国崎玲子，萩原真一

郎，清水泰岳，齋藤武，中山佳子，栁忠

宏，井上幹大，熊谷秀規，岩間達，望月貴

博，田尻仁，平野友梨，新井勝大： 日本

小児ＩＢＤレジストリ報告2020 小児ク

ローン病治療の経時的変化．第20回日本小

児ＩＢＤ研究会，神奈川，2020.2.2

32) 竹内一朗，清水泰岳，京戸玲子，佐藤琢

郎，宇佐美雅章，伊藤夏希，平野友梨，新

井勝大： 小児期発症クローン病患者に対

するウステキヌマブの使用経験．第20回日

本小児ＩＢＤ研究会，神奈川，2020.2.2

33) 平野友梨，板橋道朗，斎藤武，内田恵一，

井上幹大，新井勝大，平山敦大，木村英

明，国崎玲子：思春期に大腸全摘術を受け

た潰瘍性大腸炎患者の手術に対する心理的

受容の検討． 第20回日本小児ＩＢＤ研究

会，神奈川，2020.2.2

34) 新井勝大，田中正則，清水泰岳，明本由

衣，竹内一朗，義岡孝子：超早期発症型炎

症性腸疾患の病理組織所見の検討．第20回

日本小児ＩＢＤ研究会，神奈川，2020.2.2

石毛崇，新井勝大，工藤孝広，江口英孝，

竹内一朗，西澤拓哉，神保圭佑，岡崎康司

清水俊明：国内における遺伝性炎症性腸疾

患疑い症例の診断体制構築のための研究．

第20回日本小児ＩＢＤ研究会，神奈川，

2020.2.2

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況

1. 特許取得 なし

2. 実用新案登録 なし

3. その他 なし


